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◎新成長戦略（ｸﾞﾘｰﾝ・ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）～ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成～

○第4期科学技術基本計画～科学・技術を担う人材の強化～

－文部科学省－ ○大学における実践的技術者教育の在り方～求められる技術者像の共有～

○第2次大学院教育振興施策～産業界と連携した人材養成機能の強化～

－佐 賀 県－

○佐賀県総合計画2007～産学官
の緊密な連携、多様な人材の育
成～

○新連携事業～異分野連携新事業
分野開拓～

地域を活性化させる実践能力をもつ

「工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀」

佐賀大学・工学系研究科・理工学部

広範な基盤知識・高度な専門知識をもつ人材の育成
基礎科学：数学、物理、化学
専門：機械工学、情報通信、環境、電気電子、材料、

エネルギー、都市工学、医工学

佐賀県工業連合会

高付加価値商品の開発・製造業の育成
・技術力の強化を目的

商品生産、マーケティング、産・産連携

静
・
培

動
・
活

◎就業力の教育 ： 社会的・職業的に自立
◎留学生への対応 ： 現地同窓会組織
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◎職業能力の向上：柔軟で、創造性豊かな実行型人材
◎国際化への対応：外国人の雇用、博士号をもつ技術者

◎企業の実践的テクノロジストによるキャリア教育：学生（大学
院・学部）、非常勤講師の任用
◎キャリアガイダンス、多様なパスの形成
◎企業ニーズに基づく共同研究
◎企業人の専門知識・技術の高度化・深化⇒博士の学位取得

◎非常勤講師の任用
◎学生の企業インターンシップ派遣
◎企業インターンシップコーディネート
◎地域連携によるPBL(課題解決型)教育の実施
◎成果公表

◎学生(大学院・学部)に対する実践的能力の育成：企業イン

ターンシップ
◎優れた能力を持つ人材の発掘（マッチング）
◎社員のリカレント教育：教員による指導
◎工学系研究科の研究シーズの活用
◎企業間の異業種交流 ⇒新規産業創出
◎優秀な留学生の就業 ⇒国際的人脈形成

◎学生の企業インターンシップ受け入れ
◎企業間の調整
◎優秀な留学生の雇用
◎研修報告書の作成

各種連携組織：文部科学省、 経済産業省、 厚生労働省、 総務省、 その他関係省庁、 (独)科学技術振興機構、 (独) 日本学生支援
機構、 (独)エネルギー・産業技術総合開発機構、 佐賀県商工会議所連合会、 佐賀県商工会連合会、 各自治体 など

具体的には

具体的には

ＴＯＰ
ページ

工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀

－1－

「理工学部・工学系研究科の特色・強み」に転載
―平成２６年 学部（研究科）長から―

http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
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理工学部・工学系研究科ー2

「工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀」の活動状況

◇機械システム工学PBL演習（平成25年度新規事業）

理工学部機械システム工学科では、地域連携実践的キャリア教育科目

として「機械システム工学PBL演習」（機械システム工学科3年後期、

選択科目）を設定し、工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀の参加企

業各社のご協力により平成25年度・平成26年度と実施しています。

この科目は、工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀の参加企業各社

のご協力をいただきながら、学生が企業における問題に対して、対策を

自ら考え、課題提案企業へ解決策の提案を行うこと作業を通じて，もの

づくりを学び、機械工学への関心を高め、就業と地域企業への理解を深

めるための実践的演習授業を行いました。

平成26年度も、工学系高度人材育成

コンソーシアム佐賀の参加企業二社よ

り実践的課題をご提供いただき、学生

が課題解決に向けて取り組みました。

（※PBL (Problem Based Learning, 

Project Based Learning)型授業科目）

◇研究室見学会・交流会―知能情報システム学専攻―

日 時：平成2５年８月６日(火)９:０0～1２:３0

概 要：工学系研究科の教育・研究を会員企業に紹介し、相互

交流を深めた。

参加企業：本コンソーシアムの会員企業（佐賀県工業連合会及び

その他の会員企業）

参加者数：２３名 意見交換会・交流会の様子

▲

研究室見学会
の様子▲

◇高度人材育成キャリア講演会

【第1回】
日 時：平成25年10月２日(水)1３:０0～1４:３0

講 師：株式会社大神

代表取締役 吉村 正 様

演 題： 「夢を抱き、描いて、自力
を蓄える」

参加者数：55名
【第2回】

日 時：平成25年10月７日(月)1３:０0～1４:３0 

講 師：株式会社中島製作所

代表取締役社長 中島和弘 様

演 題： 勝者となるために（経営者と
して３５年間の考察）

参加者数：132名
【第3回】

日 時：平成25年11月26日(火) 1３:０0～1４:３0 

講 師：森鉄工株式会社

専務 森 孝信 様

演 題：「ものづくり日本を支える裏
方企業」

参加者数：84名

◇高度人材育成企業インターンシップ

実施期間：平成25年8月20日(火)～9月27日(金)

協力企業：佐賀県工業連合会から６社

参 加 者：機械システム工学専攻(1名) 、機械システム工学科(7名)

概 要：学生が企業業務を体験する事により“就職”を実感し、

「学ぶ意欲」の増進につなげる。
本プログラムは企業側の協力により
特別に教育用として設定されたもの。

http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
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◇研究室見学会・交流会―先端融合工学専攻―

◇高度人材育成キャリア講演会

【第１回】

日 時：平成２６年１２月２日(火)１４：４０～１６：１０

講 師：新生工業株式会社

代表取締役 真崎 精治 様

演 題：「１００年企業（真崎鉄工場）の栄光と挫折」

参加者数：４５名

日 時：平成2６年９月２日(火)１３:３0～1７:３0

概 要：工学系研究科の教育・研究を会員企業に紹介し、相互

交流を深めた。

参加企業：本コンソーシアムの会員企業（佐賀県工業連合会及び

その他の会員企業）

参加者数：２５名

理工学部・工学系研究科ー3

【第３回】

日 時：平成２６年１２月１６日(火)１３：００～１４：３０

講 師：田口電機工業株式会社

代表取締役社長 田口 英信 様

演 題： 「失敗を資産に変える経営革新と
最先端研究開発」

参加者数：７７名

【第２回】

日 時：平成２６年１２月８日(月)１３：００～１４：３０

講 師：株式会社伊万里鉄工所

代表取締役社長 松井 茂樹 様

演 題：「伊万里鉄工所の伝統と改革」

参加者数：１５７名

http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
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◎新成長戦略（ｸﾞﾘｰﾝ・ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）～ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成～

○第4期科学技術基本計画～科学・技術を担う人材の強化～

－文部科学省－ ○大学における実践的技術者教育の在り方～求められる技術者像の共有～

○第2次大学院教育振興施策～産業界と連携した人材養成機能の強化～

－佐 賀 県－

○佐賀県総合計画2007～産学官
の緊密な連携、多様な人材の育
成～

○新連携事業～異分野連携新事業
分野開拓～

地域を活性化させる実践能力をもつ

「工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀」

佐賀大学・工学系研究科・理工学部

広範な基盤知識・高度な専門知識をもつ人材の育成
基礎科学：数学、物理、化学
専門：機械工学、情報通信、環境、電気電子、材料、

エネルギー、都市工学、医工学

佐賀県工業連合会

高付加価値商品の開発・製造業の育成
・技術力の強化を目的

商品生産、マーケティング、産・産連携
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・
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◎就業力の教育 ： 社会的・職業的に自立
◎留学生への対応 ： 現地同窓会組織
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◎職業能力の向上：柔軟で、創造性豊かな実行型人材
◎国際化への対応：外国人の雇用、博士号をもつ技術者

◎企業の実践的テクノロジストによるキャリア教育：学生（大学
院・学部）、非常勤講師の任用
◎キャリアガイダンス、多様なパスの形成
◎企業ニーズに基づく共同研究
◎企業人の専門知識・技術の高度化・深化⇒博士の学位取得

◎非常勤講師の任用
◎学生の企業インターンシップ派遣
◎企業インターンシップコーディネート
◎成果公表

◎学生(大学院・学部)に対する実践的能力の育成：企業イン

ターンシップ
◎優れた能力を持つ人材の発掘（マッチング）
◎社員のリカレント教育：教員による指導
◎工学系研究科の研究シーズの活用
◎企業間の異業種交流 ⇒新規産業創出
◎優秀な留学生の就業 ⇒国際的人脈形成

◎学生の企業インターンシップ受け入れ
◎企業間の調整
◎優秀な留学生の雇用
◎研修報告書の作成

各種連携組織：文部科学省、 経済産業省、 厚生労働省、 総務省、 その他関係省庁、 (独)科学技術振興機構、 (独) 日本学生支援
機構、 (独)エネルギー・産業技術総合開発機構、 佐賀県商工会議所連合会、 佐賀県商工会連合会、 各自治体 など

具体的には
具体的には
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工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀

－4－

「理工学部・工学系研究科の特色・強み」に転載
―平成２５年 学部（研究科）長から―

http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html


「缙云县科学技术局」

での座談会の様子

▲

「工学系高度人材育成コンソーシアム佐賀」の活動状況
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日 時：平成24年９月27日(木)13:30～17:00

概 要：工学系研究科の教育・研究を会員企業に紹介し、相互

交流を深めた。

参加企業：本コンソーシアムの会員企業（佐賀県工業連合会及び

その他の会員企業）

参加者数：19名

◇研究室見学会・交流会―電気電子工学専攻―

◇工学系高度人材育成研修

【第1回】「ベトナム経済視察」

期 日：平成24年3月４日(日)～8日(木)

概 要：ベトナム、ハノイ、ホーチミン訪問

中国企業での記念撮影

◇高度人材育成キャリア講演会

◇高度人材育成企業インターンシップ

【第2回】「上海・杭州産学官連携視察」

期 日：平成24年９月８日(土)～12日(水)

概 要：上海、杭州、缙云县訪問

研究室見学会の様子

第１回キャリア
講演会の様子

日本-ベトナムビジネスマッチング

▲

▲

▲

◇企業見学会（後援）

－5－

【第１回】
日 時：平成24年10月1日(月)10:30～12:00

講 師：西研グラフィックス株式会社

代表取締役社長 並田 正一 様

演 題： 会社経営者から学生へのアドバイス

参加者数：90名

【第２回】
日 時：平成24年10月15日(月)10:30～12:00 

講 師：東亜工機株式会社 代表取締役社長 光武 渉 様

演 題： 当社における危機管理

参加者数：75名

【第3回】
日 時：平成24年12月３日(月) 13:00～14:30

講 師：株式会社唐津鐵工所 代表取締役社長 竹尾 啓助 様

演 題：100年の機械づくりに見る人と企業

参加者数：90名

実施期間：平成24年8月8日(水)～9月30日(日)

協力企業：佐賀県工業連合会から17社

参 加 者：都市工学科(2名)、機械システム工学科(2名)

概 要：学生が企業業務を体験する事により“就職”を実感し、

「学ぶ意欲」の増進につなげる。本プログラムは企業側

の協力により特別に教育用として設定されたもの。

日 時：平成24年10月10日(水)13:00～17:00

場 所：日之出水道機器株式会社

http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/archive.html
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